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腰椎変形すべり症　

リフィット

側面

リフィット局所骨 局所骨

側面正面

両下肢痛などを主訴に来院。内服治療効果がなかったため、腰椎変性すべり症に

対してL4/5後方侵入椎体間固定術を行った。手術では2個使用したチタンケージの

うち、右側ケージ内に局所骨、左側ケージ内に骨髄液を含浸させたリフィット

（10mm×10mm×10mmブロック1個：1mL）を充填した。術後、症状は改善し独歩にて

退院した。術後1年のCT画像では、局所骨又はリフィットを充填したケージの両方

で骨癒合を認め、神経障害の再発もなく経過良好である。

術前 術直後

側面 側面

術前 術直後                 術後1年

術後1年　CT画像

右下肢痛による間欠性跛行を主訴に来院。近院でブロック治療を受けるも効果

不十分であったため手術目的に紹介となる。手術はL3/4OLIFおよびL2/3片側進入

両側除圧を行った。後方固定にはCBTを併用した。OLIFケージ内には骨髄液を

含浸させたリフィット(10x10x10mmブロック3個:3mL)を充填した。術後症状は改善し、

退院時には下肢痛消失した。術後1年のCT画像ではケージ内のリフィットが骨に置換

されている様子が認められる。腰椎JOAスコアは術前11点が術後1年時には29点に

改善した。術中写真
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